
別紙 

実験動物管理者等研修会プログラム 

 

１．開催目的 

厚生労働省の動物実験基本指針の対象機関（準用の対象を含む）における適切な教育訓練の実 

 施が可能となるよう、実験動物管理者等を対象とした研修会を開催する。 

 

 

２．開催日時    令和７年２月 21日（金） 13:30～16:40  

 

 

３．開催方法    厚生労働省内会議室とオンライン（ZOOM）のハイブリッド開催 

（会場参加は先着 70名のみ） 

 

 

４．対象者 

「厚生労働省の所管する実施機関における動物実験等の実施に関する基本指針」（最終改正：平成

27 年２月 20日付け科発 0220 第１号厚生科学課長決定）の対象機関（準用の対象を含む）におけ

る実験動物管理者等の教育訓練担当者等 

 

＜開催案内先＞ 

 ・ 日本製薬団体連合会 

・ 日本化粧品工業連合会 

・ 日本医療機器産業連合会 

・ 日本安全性試験受託研究機関協議会 

・ 地方衛生研究所全国協議会 

・ 全国市場食品衛生検査所協議会 

・ 公益社団法人全国自治体病院協議会 

・ 当省の施設等機関 

・ 当省所管の独立行政法人 等 

 

  （参考： 令和５年度の参加者数 約 400 名） 

  



５．研修内容 

 

 題名 時間 講師 

１ 開会挨拶 

13:30～

13:35 

（５分） 

厚生労働省大臣官房厚生科学課 

課長 

眞鍋 馨 

２ 
講演１ 

実験動物取扱実態調査結果について 

13:35～

13:50 

（15分） 

環境省自然環境局総務課動物愛護管理室 

指導調整専門官 

佐藤 暢彦 先生 

３ 
講演２ 

実験動物としての魚類の適切な取り扱い 

13:50～

14:10 

（20分） 

青山学院大学 理工学部 脳科学研究室 

教授 

平田 普三 先生 

４ 

講演３ 

動物実験委員会の運用事例の紹介 

～国立精神・神経医療研究センター～ 

14:10～

14:30 

（20分） 
国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究セン

ター神経研究所実験動物管理室 

室長  

山本 和弘 先生 ５ 

講演４ 

動物実験実施施設で行われている教育訓練

の状況 

～厚労動協会員機関に対するアンケートより～ 

14:30～

14:45 

（15分） 

 休憩 

14:45～

14:55 

（10分） 

 

６ 

ケーススタディ＆ディスカッション（テーマ１） 

実験動物施設における微生物モニタリング 

 

「実験動物（マウス・ラット）の微生物モ

ニタリング」 

14:55～

15:40 

（45分） 

 

 

 

公益財団法人実中研 ICLAS モニタリングセンター  

センター長 

林元 展人 先生 

７ 

ケーススタディ＆ディスカッション（テーマ２） 

実験動物の飼育環境の整備 

 

「北海道大学大学院獣医学研究院における

実験動物の飼育環境の整備について」 

 

 

 

「国立長寿医療研究センター研究所におけ

る実験動物の飼育環境の整備について」 

 

15:40～

16:40 

（60分） 

 

 

 

北海道大学大学院 獣医学研究院 実験動物学教室 

教授 

森松 正美 先生 

 

 

国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター 

実験動物室 

室長 

由利 俊祐 先生 

８ 閉会 16:40  

 

 


